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研究成果の概要（和文）：本研究は、医療現場での専門職連携実践能力開発に向けた環境形成、研修、教育の改善に資
する知見を獲得することを目的とした。学習・教育理論研究を整理し、救急救命士の経験と能力の関係性の解明を目的
に質問紙調査を実施した。キャリア10年目までは、病院実習が救命活動スキルを、他分野専門職との連携がマネジメン
トスキルを、部下・後輩指導と他地域職員との関わりが両スキルを高めていた。11年目以降では、医師との関わりが救
命活動ノンテクニカルスキルを、他分野連携、激甚災害活動がマネジメントスキルを高めていた。他職種との関わりは
上記両スキルを同時に高めており、現場での連携が能力開発に重要であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This study explores factors contributing to improve environment, training, and 
education for developing interprofessional collaborative competencies at a medical site.
I reviewed an on-site learning theory and conducted a survey to examine the relationship between 
emergency life-saving technicians’ (ELSTs) skills and work experience. In the first 10 years, practical 
training in hospitals improved the ELSTs’ emergency medical skills, collaborative projects with 
specialists in other fields improved their management skills, and supervision of junior ELSTs and 
meetings with ELSTs from other regions improved both. From the 11th year, liaising with doctors improved 
the ELSTs’ non-technical skills, while collaborative projects and tackling disasters improved their 
management skills. Interaction with other professionals improved both types of skills. Collaboration in 
the medical workplace is important for learning.
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１．研究開始当初の背景 
 医療技術が高度・複雑化している中でさま
ざまな医療専門職がチームを形成し、患者の
診療・ケアに当たる必要性が増大している。
また、高齢化が進んでいく中で、地域の保健
医療福祉資源を適切に活用するためにも医
療専門職や行政・介護・福祉に関わる人々の
間の連携が欠かせないものとなっている。 
 このような状況で、「患者・サービス利用
者中心の医療」の理念が今一度意識化され、
その実現のために、医療職・医療関係者がそ
れぞれその能力・専門性を発揮しつつ「患
者・サービス利用者中心の医療」を実現する
ため連携していく専門職連携実践（IPW：イ
ンタープロフェッショナル・ワーク）の必要
性が叫ばれている。 
 また、こうした IPW の能力の育成は、医
療現場に出る以前の教育の段階から必要と
され、医・薬・看護のみでなく保健・医療・
福祉に携わる様々な学問分野で専門職連携
教育（IPE：インタープロフェッショナル・
エデュケーション）が各医療・保健系大学で
導入されている。専門職連携教育のための学
会（日本保健医療福祉連携教育学会：JAIPE）
も設立され、プログラム開発と評価について
の研究が蓄積されている。 
 このように、専門職連携実践の重要性が認
識されるなかで、その能力の内実、教育段階
におけるプログラム開発と評価のための研
究が進んでいる。一方で、実際の医療現場で
の専門職連携実践能力開発のありかたに迫
る研究はほとんど見られない。 
 しかしながら、患者中心の医療へ向けた医
療現場の改善のためには、専門職連携実践の
ための能力の内実を解明することや、また各
大学での専門職連携教育の成果を待つのみ
では不十分である。実際の医療・ケアの現場
での専門職連携に向けた能力開発が必要で
あり、それを可能とする知見を見出す研究が
必要である。 
 
２．研究の目的 
 本研究「医療現場における専門職連携実践
能力の開発に関する研究」は、能力開発の重
大な契機でありながら無意識的で埋没しが
ちな日常業務での経験や他職種との関わり
に焦点を当て、専門職連携実践能力の開発の
あり方を解明することを目指した。 
 本研究は､医療現場での専門職連携実践能
力開発に向けた環境形成､研修内容･評価､専
門職連携教育の改善に資する知見を獲得す
ることを目的とした｡ 
 
３．研究の方法 
 本研究では、文献検討、具体的調査という
2 つの軸を立て研究目標の達成に向け研究を
実施した。 
 
(1)文献検討 
 文献検討では、専門職連携実践能力の内実

とともに、とくに学習・教育理論についての
文献を中心に、現場での経験によって能力を
獲得することや、組織や集団の他者との関わ
りの中で専門性を越境することによって能
力を獲得することに焦点を当てた先行研究
を整理した。 
 
(2)具体的調査 
 具体的調査では、文献検討での成果を活か
し、医療専門職でありながら研究が不足して
いる救急救命士の現場での能力開発を対象
に研究を行った。救急救命士のキャリア段階
における業務での経験と獲得能力の関係性
の解明を目的に、量的調査した｡ 
 質問紙調査にさきがけ、研修に参加する予
定の救急救命士に対し、自由記述式の調査を
実施した。対象者の属性は、男性 124 名、救
急隊としての経験は 11年から 34年であった。
キャリア段階を「1〜10 年目」、「11 年目〜現
在」の 2 つに分けた上で、「救急隊員として
大きく成長するきっかけとなった具体的な
経験（出来事）」と、「その経験からどのよう
な知識・スキル・考え方を学んだのか」につ
いて自由に記入するよう依頼した。グラウン
デッド・セオリー・アプローチのコーディン
グ手法を参考に，内容を整理したところ，救
急救命士の能力は 19 カテゴリに、経験は 27
カテゴリに分類された。 
 2014 年の 4 月に、予備調査をもとに作成
した能力 19 項目、経験 27 項目について尋ね
る質問紙調査を実施した。調査対象者は、前
述の研修会に参加した救急救命士としての
経験年数 11 年以上の者である。キャリア段
階を「救急隊員となってから 1〜10 年目」と
「11 年目から現在」に分けた上で、それぞれ
の時期における経験と獲得した能力につい
て、ふりかえって想起し回答するよう依頼し
た。経験については，「以下に挙げる出来事
に、あなた自身がどのくらい関わりがあった
か（あるいは関わりがあるか）」を 5 段階評
価によって（強く関わりがあった⑤⇔①全く
関わりがなかった）、能力については，「以下
に挙げる知識・スキル・能力が自分の中でど
のくらい向上したか（または向上している
か）」を 5 段階評価で回答するよう依頼した
（大変向上した⑤⇔①全く向上しなかった）。
回収した121名から不適切な回答及び欠損値
を除き、最終的に 107 名の対象者の回答を分
析対象とした（有効回答率 88.4%）。なお、
データ分析には SPSS22.0 を使用した。 
 回答者の救急隊員としての経験年数は 13
年〜33 年であり、平均 21.3 年（標準偏差 4.
3 年）、救急救命士資格取得後年数は 11 年か
ら 21 年であり、平均 14.9 年（標準偏差 2.0
年）であった。性別は男性 100%、年齢は、3
0 歳代 4.7%、40 歳代 73.8%、50 歳代 21.5%
であった。職位は、隊員 0.9%、主任・分隊
長 17.8%、係長・小隊長 72.9％、出張所長・
中隊長級以上 8.4%であった。回答者が所属
している自治体の規模は、人口 10 万人未満
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４．研究成果
(1)文献検討
 文献検討によって、
専門職連携実践能力開発を検討する際に必
要となる学習・教育理論について包括的に整
理した。その結果、経験学習研究、熟達論、
状況的学習研究、水平的学習研究、能力研究、
専門職連携能力研究などの理論を横断させ
考察する必要性が明らかになった。
 経験が学習のリソースであり、その成果が
個人に蓄積していくという議論は、経験学習
研究が対象としてきた（例えば
8、Schön, 1983
 また、その個人が属するコミュニティを学
習の場として設定し、コミュニティ内のメン
バー間の相互作用
捉えるのが状況的学習研究である（例えば
ave and Wenger, 1991
 そして、状況的学習論を発展させ、個人が
通常属するコミュニティから、異なったルー
チンを持つコミュニティに越境し、そこでの
メンバー間の相互作用を通した学習を対象
とするのが水平的学習研究である（例えば
ngeström, 1997
 さらに、こうした経験やメンバー間の相互
作用によって能力を獲得していくことを対
象としているのが熟達研究であり（
et al., 
の学習の成果として獲得された知識やスキ
ルの内実を対象とするのが能力研究である
（Katz, 1955
 経験学習研究は、学習のリソースとして経
験が捉えられ、十分な研究が重ねられており、
そのプロセスモデルだけでなく、成長を促す
経験の特性や能力獲得との関係性が検討さ
れている。ただし、他者との連携経験につい
ては、プロセスモデルの一部に他者が含まれ
（Cranton, 1992
学ぶこと（
るが、具体的な連携の内実までには触れられ
ていない。また、学習の成果として、自信、
独立心、知識、関係性、タフネスが、経験に
よって獲得することが明らかにされてはい
るが（
得能力の解明が必要であろう。そして、現場
が学習の場であるという言及は自明と捉え
られているためかほとんど言及はない。
 状況的学習研究では、現場が学習の場であ
るという言及や研究が数多く蓄積されてい
る。状況的学習論が示すメンバー間の連携や
実践が学習であるという立場の議論は、現場
での学習の解明に欠かせな
えられる。また、具体的にどのような支援と
いう形の連携経験が学習者の能力向上を生
んでいるかの実証的な研究が少しずつ重ね
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４．研究成果 
文献検討 

文献検討によって、
専門職連携実践能力開発を検討する際に必
要となる学習・教育理論について包括的に整
理した。その結果、経験学習研究、熟達論、
状況的学習研究、水平的学習研究、能力研究、
専門職連携能力研究などの理論を横断させ
考察する必要性が明らかになった。
経験が学習のリソースであり、その成果が

個人に蓄積していくという議論は、経験学習
研究が対象としてきた（例えば

Schön, 1983 など）。
また、その個人が属するコミュニティを学

習の場として設定し、コミュニティ内のメン
バー間の相互作用
捉えるのが状況的学習研究である（例えば
ave and Wenger, 1991
そして、状況的学習論を発展させ、個人が

通常属するコミュニティから、異なったルー
チンを持つコミュニティに越境し、そこでの
メンバー間の相互作用を通した学習を対象
とするのが水平的学習研究である（例えば
ngeström, 1997 など）。
さらに、こうした経験やメンバー間の相互

作用によって能力を獲得していくことを対
象としているのが熟達研究であり（
et al., 1988、McCaul
の学習の成果として獲得された知識やスキ
ルの内実を対象とするのが能力研究である

Katz, 1955、楠見
経験学習研究は、学習のリソースとして経

験が捉えられ、十分な研究が重ねられており、
そのプロセスモデルだけでなく、成長を促す
経験の特性や能力獲得との関係性が検討さ
れている。ただし、他者との連携経験につい
ては、プロセスモデルの一部に他者が含まれ

Cranton, 1992
学ぶこと（McCall, 1998

、具体的な連携の内実までには触れられ
ていない。また、学習の成果として、自信、
独立心、知識、関係性、タフネスが、経験に
よって獲得することが明らかにされてはい
るが（McCall et al.,1988
得能力の解明が必要であろう。そして、現場
が学習の場であるという言及は自明と捉え
られているためかほとんど言及はない。
状況的学習研究では、現場が学習の場であ

るという言及や研究が数多く蓄積されてい
る。状況的学習論が示すメンバー間の連携や
実践が学習であるという立場の議論は、現場
での学習の解明に欠かせな
えられる。また、具体的にどのような支援と
いう形の連携経験が学習者の能力向上を生
んでいるかの実証的な研究が少しずつ重ね

31.8%、人口 10 万人〜
人口 30万人以上の市区

政令指定都市

文献検討によって、医療保健福祉現場での
専門職連携実践能力開発を検討する際に必
要となる学習・教育理論について包括的に整
理した。その結果、経験学習研究、熟達論、
状況的学習研究、水平的学習研究、能力研究、
専門職連携能力研究などの理論を横断させ
考察する必要性が明らかになった。
経験が学習のリソースであり、その成果が

個人に蓄積していくという議論は、経験学習
研究が対象としてきた（例えば

など）。 
また、その個人が属するコミュニティを学

習の場として設定し、コミュニティ内のメン
バー間の相互作用を学習のリソースとして
捉えるのが状況的学習研究である（例えば
ave and Wenger, 1991 など）。
そして、状況的学習論を発展させ、個人が

通常属するコミュニティから、異なったルー
チンを持つコミュニティに越境し、そこでの
メンバー間の相互作用を通した学習を対象
とするのが水平的学習研究である（例えば

など）。 
さらに、こうした経験やメンバー間の相互

作用によって能力を獲得していくことを対
象としているのが熟達研究であり（

McCauley et al., 1994
の学習の成果として獲得された知識やスキ
ルの内実を対象とするのが能力研究である

、楠見, 2012 など）。
経験学習研究は、学習のリソースとして経

験が捉えられ、十分な研究が重ねられており、
そのプロセスモデルだけでなく、成長を促す
経験の特性や能力獲得との関係性が検討さ
れている。ただし、他者との連携経験につい
ては、プロセスモデルの一部に他者が含まれ

Cranton, 1992）、上司をロールモデルして
McCall, 1998）に言及されてはい

、具体的な連携の内実までには触れられ
ていない。また、学習の成果として、自信、
独立心、知識、関係性、タフネスが、経験に
よって獲得することが明らかにされてはい

McCall et al.,1988）、より具体的な獲
得能力の解明が必要であろう。そして、現場
が学習の場であるという言及は自明と捉え
られているためかほとんど言及はない。
状況的学習研究では、現場が学習の場であ

るという言及や研究が数多く蓄積されてい
る。状況的学習論が示すメンバー間の連携や
実践が学習であるという立場の議論は、現場
での学習の解明に欠かせない概念として捉
えられる。また、具体的にどのような支援と
いう形の連携経験が学習者の能力向上を生
んでいるかの実証的な研究が少しずつ重ね

万人〜30 万人の
万人以上の市区 10.3%

政令指定都市 8 名 7.5%であ

医療保健福祉現場での
専門職連携実践能力開発を検討する際に必
要となる学習・教育理論について包括的に整
理した。その結果、経験学習研究、熟達論、
状況的学習研究、水平的学習研究、能力研究、
専門職連携能力研究などの理論を横断させ
考察する必要性が明らかになった。 
経験が学習のリソースであり、その成果が

個人に蓄積していくという議論は、経験学習
研究が対象としてきた（例えば Dewey, 193

また、その個人が属するコミュニティを学
習の場として設定し、コミュニティ内のメン

を学習のリソースとして
捉えるのが状況的学習研究である（例えば

など）。 
そして、状況的学習論を発展させ、個人が

通常属するコミュニティから、異なったルー
チンを持つコミュニティに越境し、そこでの
メンバー間の相互作用を通した学習を対象
とするのが水平的学習研究である（例えば

さらに、こうした経験やメンバー間の相互
作用によって能力を獲得していくことを対
象としているのが熟達研究であり（McCall  

ey et al., 1994）、そ
の学習の成果として獲得された知識やスキ
ルの内実を対象とするのが能力研究である

など）。 
経験学習研究は、学習のリソースとして経

験が捉えられ、十分な研究が重ねられており、
そのプロセスモデルだけでなく、成長を促す
経験の特性や能力獲得との関係性が検討さ
れている。ただし、他者との連携経験につい
ては、プロセスモデルの一部に他者が含まれ

）、上司をロールモデルして
）に言及されてはい
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 救急救命士の経験学習
性. 
ている｡
 この研究は､経験と能力の関係性を量的調
査によって解明したことのみでなく､研究が
不足している救急救命士の現場での能力開
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